
（総務消防委員会要求資料） 令和３年６月

行 財 政 局

①令和３年度から７年度までの財政収支の試算（令和２年１１月時点）

　※令和3年5月25日報告資料P.11の表を「毎年の収支の目安」の分類に再構築したもの
（単位:億円）

R3 R4 R5 R6 R7 R3～R7累計　△2,800億円
4,320 4,290 4,310 4,300 4,320
4,820 4,870 4,840 4,880 4,930
3,380 3,430 3,480 3,530 3,560

社会福祉関連経費 1,250 1,270 1,310 1,330 1,350

人件費 1,510 1,520 1,510 1,520 1,510

消費的経費等 620 640 660 680 700

1,440 1,440 1,360 1,350 1,370

投資的経費 180 220 190 200 200

公債費 910 870 870 870 850

公営企業等への繰出金等 350 350 300 280 320

0 0 0 0 0
0 0 0 0 0

△ 500 △ 580 △ 530 △ 580 △ 610

※R3予算は，項目ごとの端数調整を50億円単位から10億円単位に変更している。

②歳出上限等を反映させた毎年の収支の目安（令和３年５月時点）＞

　※令和3年5月25日報告資料P.18の表を抜粋したもの
（R３は予算額　R4～７は目安額。単位:億円）

R3 R4 R5 R6 R7

4,359 4,370 4,380 4,360 4,360
4,595 4,600 4,610 4,590 4,590
3,260 3,270 3,260 3,270 3,250

社会福祉関連経費 1,214 1,250 1,270 1,290 1,310

人件費 1,479 1,480 1,460 1,470 1,450

消費的経費等 567 540 530 510 490

1,352 1,360 1,350 1,340 1,350

投資的経費 127 170 170 170 170

公債費 910 860 870 870 850

公営企業等への繰出金等 315 330 310 300 330

0 10 10 10 10
17 40 10 30 20

△ 236 △ 230 △ 230 △ 230 △ 230 R3～R7累計　△1,156億円

歳入－歳出（収支不足額）

エ　資産の有効活用

ウ　災害等の現時点で額不明の歳出
エ　資産の有効活用

歳入－歳出（収支不足額）

項 目

歳入（一般財源収入）

歳出（一般財源）ア＋イ＋ウ－エ
ア　経常的な経費

イ　投資的経費，公債費，
　　公営企業等への繰出金

今後の財政収支の試算と歳出上限反映後の収支との関係，削減の内訳

歳出（一般財源）ア＋イ＋ウ－エ

イ　投資的経費，公債費，
　　公営企業等への繰出金

ウ　災害等の現時点で額不明の歳出

歳入（一般財源収入）

ア　経常的な経費

項 目

R3～R7の

収支不足額圧縮

（1,644億円）

R3当初予算での歳入増加・歳出削減を反映

（870億円）

＜R4～R7　歳出上限の設定を反映　774億円＞ （単位:億円）
R4 R5 R6 R7 計 備考

△ 57 △ 98 △ 167 △ 217 △ 539

社会福祉関連経費 0 0 0 0 0

人件費 △ 10 △ 19 △ 29 △ 37 △ 95 職員数削減

消費的経費等 △ 47 △ 79 △ 138 △ 180 △ 444 歳出上限の設定

△ 40 △ 39 △ 48 △ 48 △ 175

投資的経費 △ 20 △ 20 △ 30 △ 30 △ 100
年平均170億円に
圧縮

公債費 0 0 0 0 0

公営企業等への繰
出金等

△ 20 △ 19 △ 18 △ 18 △ 75
下水道事業への出
資金休止

10 10 10 10 40

40 10 30 20 100

△ 127 △ 137 △ 235 △ 275 △ 774収支不足額の増減
（ア＋イ＋ウ－エ）

エ　資産の
　　有効活用

イ　投資的経費等

ア　経常的な経費

ウ　現時点で
　　額不明の歳出


